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職　　種 採用予定人員 受　験　資　格

一般行政職（事務）
（大学卒）

２人程度

平成 7 年 4 月2 日から平成 15 年 4 月1日までの間に生まれた人で、４
年制大学卒業程度の学力を有する人（令和 7 年 3 月末日までに大学卒業
見込みの人を含む）

一般行政職（事務）
（高校卒）

平成 7 年 4 月2 日から平成 19 年 4 月1日までの間に生まれた人で、高
校または短期大学卒業程度の学力を有する人（令和 7 年 3 月末日までに
高校卒業見込みの人を含む）

令和６年度（第２回）上富田町職員採用試験
◆職種・採用予定人員・受験資格

＊卒業見込み者が令和 7 年３月末日までに卒業できなかった場合は、この試験に合格しても採用資格を失います。

　
令
和
７
年
度
採
用
の
上
富
田

町
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

◆
採
用
時
期
　

　
令
和
７
年
４
月
１
日

◆
試
験
日
時
・
会
場

○
第
１
次
試
験

　
9
月
22
日
㊐
9
時
～
　
　

　
上
富
田
文
化
会
館
　
小
ホ
ー
ル

○
第
２
次
試
験

　
10
月
下
旬
を
予
定
。
第
１
次
試

　
験
合
格
者
に
別
途
通
知
し
ま
す
。

◆
申
込
受
付
期
間

　
７
月
16
日
㊋
～
８
月
13
日
㊋

　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

◆
申
込
方
法

　
上
富
田
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
「
職
員
採
用
試
験
」
の
ペ
ー
ジ

に
あ
る
「
採
用
試
験
申
込
フ
ォ
ー

ム
」
か
ら
申
込
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
他

　
受
験
資
格
や
申
し
込
み
方
法

等
の
詳
細
は
、
上
富
田
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
募
集
要
項
」
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
左
記
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

総
務
課
庶
務
・
危
機
管
理
班

（
⑪
番
窓
口
）

☎
３
３
‐
７
０
９
２

募
集
住
宅 

1
戸
（
朝
来
）

・
飛
曽
川
団
地
Ｃ
‐
２
‐
１
号

（
朝
来
）

　
間
取
り
…
…
３
Ｄ
Ｋ

　
建
築
年
度
　
平
成
６
年
度

　
家
賃
（
１
５
，
１
０
０
円
～

　
　
　
　 

２
９
，
６
０
０
円
）

※
飛
曽
川
団
地
に
つ
い
て
は
、

浄
化
槽
管
理
費
が
、
別
途
必

要
に
な
り
ま
す
。

浄
化
槽
管
理
費

　
月
額
２
，
０
０
０
円

※
家
賃
に
つ
い
て
は
世
帯
全
体

の
所
得
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

対 

町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場

　 

所
を
有
す
る
者

申 

７
月
１
日
㊊
か
ら

　
　
　
　
　
７
月
19
日
㊎
ま
で

　 

平
日
８
時
30
分
か
ら

　
　
　
　
　
　
　   

17
時
15
分

場 

役
場
　
建
設
課

抽
選
日

　
８
月
１
日
㊍
　
９
時

会
　
場

　
役
場
　
２
階
大
会
議
室

入
居
条
件

・
町
税
お
よ
び
公
共
料
金
に
滞

　
納
が
な
い
こ
と

・
町
内
会
に
加
入
す
る
こ
と

問 

建
設
課
　
管
理
班（

⑭
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
４

町
営
住
宅
入
居
者

‐
募
集
‐

国
民
健
康
保
険
税

改
正
の
お
知
ら
せ

　
令
和
６
年
度
の
上
富
田
町
国

民
健
康
保
険
税
を
左
記
表
の
と

お
り
改
正
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
か
ら
、
資
産
割
の
課

税
は
廃
止
し
ま
し
た
。

問 

税
務
課
　
課
税
班
（
⑥
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
１

① 税額および課税限度額

② 軽減判定所得金額

医 療 保 険 分 後期高齢者支援金分 介 護 保 険 分
（40 歳以上 65 歳未満の方）

所得割額 7.00％　→　 7.20％ 2.40％　→　 2.50％ 1.80％　→　 2.00％

資産割額 8.00％　→　　廃止 2.80％　→　 廃止 4.00％　→　 廃止

均等割額 26,500 円 → 26,200 円 9,000 円 → 8,800 円 10,400 円 → 10,000 円

平等割額 34,500 円 → 30,000 円 11,500 円 → 10,800 円 9,900 円 → 9,000 円

課税限度額 65 万円（変更なし） 22 万円 → 24 万円 17 万円（変更なし）

５割軽減

改正前 基礎控除額　43 万円＋ (29 万円×被保険者数 ) ＋ (10 万円× ( 給与所得者等の数－ 1)) 以下

改正後 基礎控除額　43 万円＋ (29.5 万円×被保険者数 ) ＋ (10 万円× ( 給与所得者等の数－ 1)) 以下

２割軽減

改正前 基礎控除額　43 万円＋ (53.5 万円×被保険者数 ) ＋ (10 万円× ( 給与所得者等の数－ 1)) 以下

改正後 基礎控除額　43 万円＋ (54.5 万円×被保険者数 ) ＋ (10 万円× ( 給与所得者等の数－ 1)) 以下
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和
歌
山
県
が
実
施
す
る
狩
猟

免
許
試
験
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

事
前
講
習
会

時 

８
月
６
日
㊋

　 

　
９
時
30
分
～
17
時
ま
で

狩
猟
免
許
試
験

時 

８
月
18
日
㊐ 

正
午
開
始

試
験
申
込
期
間

時 

７
月
８
日
㊊
～
24
日
㊌

※
定
員
が
超
過
し
た
時
点
で
申

　
し
込
み
を
締
め
切
り
ま
す
。

　
鳥
獣
被
害
対
策
と
し
て
、
狩

猟
免
許
取
得
に
か
か
る
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
助
成
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

は
、
試
験
を
受
け
免
許
等
を
取

得
し
た
後
に
、
振
興
課
の
窓
口

で
お
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

対 

町
内
に
住
所
を
有
す
る
農
業

従
事
者
も
し
く
は
有
害
鳥
獣
の

捕
獲
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る

狩
猟
者
登
録
を
し
た
方

助
成
金
額

　
講
習
会
受
講
料
の
全
額

　
試
験
手
数
料
の
２
分
の
１

　
上
富
田
町
ア
ラ
イ
グ
マ
防
除

実
施
計
画
に
基
づ
き
、
令
和
13

年
３
月
末
ま
で
、
ア
ラ
イ
グ
マ

の
捕
獲
に
限
り
、
わ
な
猟
免
許

の
資
格
が
な
く
て
も
、
自
己
所

有
地
に
捕
獲
檻
を
設
置
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
捕
獲
檻
の
貸
し
出
し

も
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問 

振
興
課
　
農
林
水
産
班

　
　
　
　
　（
⑦
番
窓
口
）

　
☎
３
４
‐
２
３
７
０

　
犬
お
よ
び
猫
の
過
剰
繁
殖
を

抑
制
し
、
地
域
住
民
の
生
活
環

境
の
保
全
と
公
衆
衛
生
の
向
上

を
図
る
た
め
、
不
妊
去
勢
手
術

費
を
補
助
し
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
上
富
田
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
い
た
だ

く
か
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問 

住
民
課
　
住
民
・
環
境
班

（
②
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
２

　
本
町
で
は
、
町
民
の
方
で
障

害
の
あ
る
ご
本
人
や
、
障
害
の

あ
る
方
を
支
え
て
い
る
ご
家
族

お
よ
び
支
援
者
か
ら
の
相
談
窓

口
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
相
談
方
法
は
つ
ぎ
の

と
お
り
で
す
。

出
張
相
談
日
を
設
け
ま
す 

相 

毎
週
火
曜
日

時 

13
時
30
分
～

場 

上
富
田
町
役
場
内

　
　
　
　
　
　
　
相
談
室
等

・
相
談
員
と
役
場
職
員
が
対
応

・
障
害
種
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

・
事
前
予
約
等
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
が
、
状
況
に
よ
り
お
待
ち

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
出
張
相
談
に
行
け
な
い
場
合

や
、
相
談
日
以
外
に
お
困
り
の

こ
と
が
あ
れ
ば
、
電
話
で
の
ご

相
談
も
可
能
で
す
。

直
接
相
談
を
し
た
い
場
合 

　
西
牟
婁
圏
域
障
害
児
・
者

相
談
セ
ン
タ
ー
　
に
じ
の
わ

場 

田
辺
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
階

　
田
辺
市
高
雄
一
丁
目
23
‐
１

☎
２
６
‐
４
９
２
３

問 

福
祉
課
　
福
祉
班（

⑤
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
３

　
上
富
田
町
で
は
平
成
７
年
度

か
ら
事
業
を
着
手
し
て
お
り
、

令
和
５
年
度
末
現
在
で
約
97
％

の
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
調
査
実
施
地
区

は
、
新
規
地
区
と
し
て
南
紀
の

台
・
朝
来
字
丹
田
台
・
市
ノ
瀬

字
畑
山
・
大
芝
地
区
を
実
施
し

ま
す
。
前
年
度
か
ら
の
継
続
地

区
と
し
て
、
生
馬
字
芦
山
・
鹿

が
谷
・
岡
字
奥
草
・
小
郷
・
岡

川
地
区
を
実
施
し
ま
す
。

　
事
業
実
施
に
あ
た
り
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問 

建
設
課
　
管
理
班

(

⑭
番
窓
口)

☎
３
４
‐
２
３
７
４

障
害
福
祉
に
関
す
る
相
談
事

地
籍
調
査
事
業
‐
お
知
ら
せ
‐

狩
猟
免
許
取
得

　
事
前
講
習
会
・
試
験

‐
お
知
ら
せ
‐

狩
猟
免
許
取
得

　
費
用
一
部
を
助
成

 

‐
お
知
ら
せ
‐

特
定
外
来
生
物（
ア
ラ
イ
グ
マ
）

捕
獲
の
規
制
緩
和
と
捕
獲
檻
の

貸
し
出
し
‐
お
知
ら
せ
‐

上
富
田
町
犬
お
よ
び
猫

　
不
妊
去
勢
手
術
補
助
金

‐
お
知
ら
せ
‐

土地所有者にとっては、こんなことに役立ちます
土地取引が
円滑にできる

土地トラブルの
未然防止

境界確認の費用が
かからない

課税の適正化

　正確な土地の状況が登
記簿に反映されるため、安
心して土地取引ができるよ
うになります。

　土地の境界が不明確だ
と様々なトラブルが発生し
がちですが、地籍調査をす
ることで未然に防ぐことが
できます。

　個人で境界を確定するた
めには、測量や法務局への
申請などの費用がかかりま
すが、地籍調査では必要あ
りません。

　固定資産税の課税基礎
となる土地の面積が正確
に測量されるため、課税の
適正化に役立ちます。
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▼
保
険
料
軽
減
措
置
が

　
　
　
　
　
変
更
さ
れ
ま
す

　
和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
令
和
６
・
７
年
度
の
保

険
料
率
（
表
１
）
が
決
定
し
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
保
険
料
は
、
等
し
く
負
担
し

て
い
た
だ
く
均
等
割
額
と
、
所

得
に
応
じ
て
決
ま
る
所
得
割
額

の
合
計
額
で
す
。

※1
激
変
緩
和
措
置
と
し
て
、
基

礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
が

58
万
円(

年
金
収
入
の
み
の
場

合
２
１
１
万
円)

以
下
の
方
に

つ
い
て
は
、
令
和
６
年
度
に
限

り
、
軽
減
用
所
得
割
率
を
用
い

ま
す
。

※2
賦
課
限
度
額
の
引
き
上
げ
に

伴
う
保
険
料
の
急
増
に
配
慮

し
、
賦
課
限
度
額
を
段
階
的
に

引
き
上
げ
ま
す
。（
令
和
６
年

度
73
万
円
、
令
和
７
年
度
80
万

円
）
た
だ
し
、
令
和
６
年
度
中

に
75
歳
に
到
達
し
て
資
格
取
得

す
る
方
を
除
き
ま
す
。

▼
均
等
割
額
の
軽
減

　
世
帯
の
所
得
が
低
い
方
に
対

し
て
は
均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ

る
措
置
が
あ
り
ま
す
。
令
和
６

年
度
で
は
そ
の
う
ち
軽
減
割
合

「
５
割
軽
減
」
と
「
２
割
軽
減
」

の
軽
減
判
定
基
準
額
が
変
更
さ

れ
ま
す
。（
表
２
）

　
保
険
料
額
の
通
知
は
、
７
月

中
頃
に
送
付
し
ま
す
。
　
　
　

　
納
付
書
が
同
封
さ
れ
て
い
る

方
は
、
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら

の
天
引
き
）
や
口
座
振
替
と
な

っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
同
封
の
納
付
書
に
よ
り
納
期

限
内
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
保
険
証
お
よ
び

　
限
度
額
適
用
認
定
証
の
更
新

　
７
月
31
日
有
効
期
限
満
了
に

伴
い
、
保
険
証
お
よ
び
限
度
額

適
用
認
定
証
を
更
新
い
た
し
ま

す
。
７
月
中
頃
か
ら
順
次
送
付

す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

‐
保
険
証
‐

　
お
手
元
に
届
き
次
第
『
う
す

い
オ
レ
ン
ジ
色
』
の
新
し
い
保

険
証
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　
令
和
６
年
度
住
民
税
の
課
税

所
得
に
よ
り
、
保
険
証
の
一
部

負
担
金
の
割
合
が
変
更
に
な
っ

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

例

１
割
負
担
→
３
割
負
担
変
更

　
と
な
る
場
合

「
３
割
（
令
和
６
年
７
月
31
日

ま
で
は
１
割
）」
と
表
示
さ
れ

ま
す
。

‐
限
度
額
適
用
認
定
証
‐

　
現
在
、
限
度
額
適
用
認
定
証

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
令

和
６
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
し

い
限
度
額
適
用
認
定
証
を
送
付

い
た
し
ま
す
。

　
８
月
１
日
以
降
、
医
療
機
関

を
受
診
の
際
は
、
新
し
い
限
度

額
適
用
認
定
証
の
提
示
を
お
願

い
し
ま
す
。

‐
有
効
期
限
満
了
の
保
険
証
‐

　『
み
ず
色
』
の
保
険
証
お
よ

び
限
度
額
適
用
認
定
証
に
つ
い

て
、
役
場
に
お
越
し
の
際
に
ご

返
却
い
た
だ
く
か
、
ご
自
分
で

細
か
く
裁
断
す
る
な
ど
し
て
、

住
所
・
氏
名
な
ど
が
他
人
に
知

ら
れ
な
い
よ
う
十
分
ご
注
意
の

上
、
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
令
和
６
年
度
に
75
歳
に
な
ら

れ
る
方
へ

　
75
歳
の
誕
生
日
当
日
か
ら
す

べ
て
の
方
が
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
加
入
さ
れ
る
前
に
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
証
を
送
付
し

ま
す
の
で
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
す
る
ご
本
人
は
手
続
き
不
要

で
す
が
、
扶
養
さ
れ
て
い
た
社

会
保
険
加
入
の
方
は
、
別
途
国

民
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
の
手

続
き
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

決
定
通
知
（
納
付
書
）
を
誕
生

日
の
翌
月
に
送
付
し
ま
す
の
で
、

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　
な
お
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
加
入
前
に
国
民
健
康
保
険
に

加
入
さ
れ
て
い
た
方
の
国
民
健

康
保
険
税
は
、
あ
ら
か
じ
め
誕

生
日
の
前
月
ま
で
の
保
険
税
と

し
て
計
算
し
て
い
ま
す
。

問 

住
民
課
　
保
険
班

　
　
　
　
　
　（
③
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
２

問 

和
歌
山
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
７
３
‐
４
２
８
‐
６
６
８
８

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

　
　
ご
加
入
の
み
な
さ
ま
へ

（表２）令和６年度均等割軽減判定基準

（表１）令和６・７年度保険料率

均等割額
54,428 円

（改定前 50,317 円）

所得割率
11.04％（改定前 9.33％）

10.13% ※１

賦課

限度額

80 万円※２

（改定前 66 万円）

軽減割合 総所得金額等の合計（同一世帯内の被保険者および世帯主）

５割軽減
変更前 ４３万円 + １０万円×（年金・給与所得者の数－１）＋（被保険者数×２９万円）以下

変更後 ４３万円 + １０万円×（年金・給与所得者の数－１）＋（被保険者数×２９．５万円）以下

２割軽減
変更前 ４３万円 + １０万円×（年金・給与所得者の数－１）＋（被保険者数×５３．５万円）以下

変更後 ４３万円 + １０万円×（年金・給与所得者の数－１）＋（被保険者数×５４．５万円）以下
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

　

健
康
保
険
証
の
一
体
化
に

　
　
　
　
　

関
す
る
お
知
ら
せ

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
等
の
一
部

改
正
法
（
令
和
５
年
法
律
第
48

号
）
の
施
行
に
よ
り
令
和
６
年

12
月
２
日
以
降
、
現
行
の
被
保

険
者
証
が
廃
止
と
な
り
ま
す
。

　
令
和
６
年
12
月
１
日
ま
で
に

交
付
さ
れ
た
被
保
険
者
証
に
つ

き
ま
し
て
は
、
有
効
期
限
で
あ

る
令
和
７
年
７
月
31
日
ま
で
ご

使
用
い
た
だ
け
ま
す
が
、
12
月

２
日
以
降
に
被
保
険
者
証
の
再

交
付
を
受
け
る
場
合
や
、
新
た

に
75
歳
に
な
ら
れ
る
方
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま

す
。
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登

録
を
さ
れ
て
い
る
方
は
『
資
格

情
報
の
お
知
ら
せ
』
を
、
利
用

登
録
が
な
い
方
や
国
が
定
め
る

理
由
に
よ
り
申
請
さ
れ
た
方
は

『
資
格
確
認
書
』
を
交
付
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合

☎
０
７
３
‐
４
２
８
‐
６
６
８
８

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

　
　
ご
加
入
の
み
な
さ
ま
へ

　
上
富
田
町
で
は
、
次
の
対
象

者
の
方
に
受
給
者
証
を
交
付
し

て
い
ま
す
。
健
康
保
険
証
と
一

緒
に
医
療
機
関
等
で
提
示
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
り
医
療
費
の
助

成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

精
神
障
害
者
通
院
医
療
費

　
所
定
の
診
断
書
に
よ
り
精
神

障
害
が
認
め
ら
れ
、
受
給
者
証

を
交
付
さ
れ
て
い
る
方
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

【
精
神
通
院
に
か
か
る
保
険
診
療

の
自
己
負
担
１
割
の
半
分
が
、

払
い
戻
し
申
請
に
よ
り
助
成
さ

れ
ま
す
】

重
度
心
身
障
害
児（
者
）医
療
費

　
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３
級
、

療
育
手
帳
Ａ
判
定
、
特
別
児
童

扶
養
手
当
１
級
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
65
歳
未
満
の
方

も
し
く
は
65
歳
以
上
で
平
成
18

年
７
月
31
日
以
前
か
ら
い
ず
れ

か
に
該
当
し
て
い
た
方
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

【
保
険
診
療
の
自
己
負
担
分
を
助

成
（
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
の

方
は
入
院
の
保
険
診
療
分
の
み

助
成
）
所
得
制
限
あ
り
】

老
人
医
療
費

　
67
～
69
歳
で
、
①
～
⑦
の
す

べ
て
の
要
件
を
満
た
す
方
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

①
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

で
な
い
。

②
生
活
保
護
法
に
よ
る
被
保
護

者
で
な
い
。

③
町
県
民
税
非
課
税
世
帯
で
あ

る
。

④
世
帯
全
員
の
前
年
中
の
収
入

合
計
金
額
が
次
の
基
準
以
下
。

　
１
人
世
帯
　
：
１
０
０
万
円

　
２
人
世
帯
　
：
１
４
０
万
円

　（
以
下
、
人
数
が
１
人
増
え
る

ご
と
に
基
準
額
へ
40
万
円
を

加
算
）

※
収
入
は
、
所
得
税
や
町
県
民

税
の
課
税
対
象
と
な
ら
な
い

遺
族
年
金･

遺
族
恩
給･

障

害
年
金･

老
齢
福
祉
年
金･

雇
用
保
険･

福
祉
給
付
金
を

含
む

⑤
受
給
対
象
者
の
金
融
資
産
の

合
計
額
が
３
５
０
万
円
以
下

で
、
世
帯
全
員
の
金
融
資
産

の
合
計
が
３
５
０
万
円
×
世

帯
員
数
以
下
。

※
金
融
資
産
＝
預
貯
金･
国
債
・

株
式
な
ど

⑥
世
帯
全
員
が
、
今
住
ん
で
い

る
土
地･

家
屋
以
外
の
不
動

産
や
地
金
な
ど
の
動
産
等
、

活
用
で
き
る
所
有
資
産
が
な

い
。

⑦
受
給
対
象
者
が
世
帯
外
の
者

の
扶
養
で
な
い
。

【
保
険
診
療
の
自
己
負
担
割
合
が

２
割
負
担
に
な
り
ま
す
。
所
得

制
限
あ
り
】

各
医
療
費
助
成
制
度

払
い
戻
し
申
請 

‐
ご
案
内
‐

　
県
外
で
受
診
さ
れ
た
場
合
や
、

精
神
障
害
者
通
院
医
療
費
で
受

診
さ
れ
た
場
合
は
、
医
療
機
関

等
で
の
立
て
替
え
払
い
が
必
要

で
す
。
支
払
っ
た
金
額
の
う
ち
、

助
成
対
象
の
自
己
負
担
分
は
払

い
戻
し
の
申
請
に
よ
り
各
医
療

費
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
領
収
書
、
受
給
者
証
、
保
険
証
、

印
鑑
、
振
込
先
口
座
の
わ
か
る

物
を
持
っ
て
役
場
窓
口
で
申
請

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
払
い
戻
し
申
請
の
時
効
は
受

診
日
か
ら
５
年
と
な
り
ま
す

問 

住
民
課
　
保
険
班（

③
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
２

※
子
ど
も
医
療
費
、
ひ
と
り
親

家
庭
医
療
費
、
未
熟
児
養
育

医
療
費
の
お
問
い
合
わ
せ
先

問 

福
祉
課
　
子
育
て
支
援
班

（
④
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
３

医
療
費
助
成
制
度

‐
お
知
ら
せ
‐

重度心身障害児（者）医療費・老人医療費受給者証の更新申請は７月中に！

　現在、重度心身障害児（者）医療費、老人医療費の受給者証をお持ちの方は、７月３１日に有効期限をむか

えます。８月１日からの受給者証交付には更新申請が必要です。対象の方には、６月中に役場から更新申請書

を送付していますので、７月５日㊎までに下記へ郵送もしくは直接提出ください。
　ただし、いずれの制度も、前年度の所得によっては更新できない場合もありますので、ご了承ください。

提出先：　　　住民課　保険班（③番窓口） ☎ ３４-２３７２問
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風
し
ん
抗
体
検
査
・
予
防
接

種
を
、
公
的
な
接
種
を
受
け
る

機
会
が
な
く
抗
体
保
有
率
が
他

の
年
代
に
比
べ
て
低
い
（
80
％
）

昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

54
年
４
月
１
日
の
間
に
生
ま
れ

た
男
性
の
方
を
対
象
に
、
令
和

元
年
４
月
か
ら
公
費
に
て
実
施

し
て
い
ま
し
た
が
、

●
公
費
で
の
接
種
期
間
が

　

令
和
７
年
３
月
31
日

　
　

で
、
終
了
と
な
り
ま
す
。

対 

昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら
昭

和
54
年
４
月
１
日
の
間
に
生
ま

れ
た
男
性
の
方
で
、
今
回
の
風

し
ん
抗
体
検
査
・
予
防
接
種
（
第

５
期
）
を
受
け
て
い
な
い
方

　
７
月
28
日
は
「
世
界
肝
炎
デ

ー
」
世
界
的
に
ウ
イ
ル
ス
性
肝

炎
の
感
染
予
防
や
知
識
の
普
及

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
世
界
肝
炎
デ
ー
と
同
日
の
７

月
28
日
を
日
本
肝
炎
デ
ー
、
日

本
肝
炎
デ
ー
を
含
む
１
週
間
を

「
肝
炎
週
間
」
と
し
、
肝
炎
の
正

し
い
知
識
・
理
解
が
進
む
よ
う

普
及
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【Ｂ
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
】

　
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て

い
る
か
ど
う
か
は
、
血
液
検
査

で
わ
か
り
ま
す
。

　
自
分
自
身
の
た
め
に
も
、
周

り
の
大
切
な
方
の
た
め
に
も
、

必
ず
一
度
は
検
査
を
受
け
、
早

期
治
療
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

※
上
富
田
町
で
は
、「
40
歳
以

上
で
過
去
に
検
査
を
受
け
た

こ
と
が
な
い
方
」
を
対
象
に
、

無
料
で
検
査
を
受
け
て
い
た

だ
け
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

7月16日～8月15日

行事名 日　　程 場　　所 対　　象

2 歳児相談 7月17 日㊌

上富田町
保健センター

令和 4 年 1月・２ 月生まれの方

3 歳児健診 7月 24 日㊌ 令和 3 年 1月・2 月生まれの方

4 か月健診
8 月 7 日㊌

令和 6 年 4 月生まれの方

10 か月健診 令和 5 年 9 月生まれの方

育児相談(2か月)
8 月 8 日㊍

令和 6 年 6 月生まれの方

育児相談(1歳) 令和 5 年 7月生まれの方

行
事
予
定
の
お
知
ら
せ

～
風
し
ん
抗
体
検
査
・
予
防
接
種
ま
で
の
流
れ
～

●
対
象
の
方
に
は
「
ク
ー
ポ
ン
券
」
を
、
令
和
４
年
５
月
に

　

お
送
り
し
て
い
ま
す

● 

抗
体
検
査

「
ク
ー
ポ
ン
券
・
本
人
確
認
書
類
が
必
要
」

　
 

（
本
事
業
に
参
加
し
て
い
る
全
国
の
医
療
機
関
で
可
能
）

● 

抗
体
あ
り

（
予
防
接
種
の
対
象
外
）

● 

予
防
接
種

を
受
け
ま
し
ょ
う

「
ク
ー
ポ
ン
券
・
本
人
確
認
書
類
・
抗
体
検
査
結
果
通
知
」

（
本
事
業
に
参
加
し
て
い
る
全
国
の
医
療
機
関
で
可
能
）

● 

抗
体
な
し

（
風
し
ん
に
か
か
る
リ
ス
ク
あ
り
）

● 

抗
体
検
査
の
結
果
が
届
く

（
医
療
機
関
に
取
り
に
行
く
場
合
が
あ
り
ま
す
）

7月28日は｢世界肝炎デー｣、世界的にウイルス性肝炎の感染予防や知識の普及を目的

としています。

世界肝炎デーと同日の7月28日を日本肝炎デー、日本肝炎デーを含む1週間を｢肝臓週

間｣とし、肝炎の正しい知識・理解が進むよう普及啓発を行っています。

7月28日は「日本肝炎デー」
昭
和
37
年
４
月
２
日
～

昭
和
54
年
４
月
１
日
の

間
に
生
ま
れ
た
男
性
へ
の

ご
案
内

７
月
28
日
は

　
　

「日
本
肝
炎
デ
ー
」
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　「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣

道
」
の
世
界
遺
産
登
録
20
周
年

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
登
録
記

念
日
で
あ
る
７
月
７
日
に
ち
な

ん
で
「
七
夕
祭
り
」
を
開
催
し

ま
す
。

時 

７
月
６
日
㊏

　
　
　
　

9
時
30
分
～
15
時

※
雨
天
時
は
翌
７
月
７
日
に
順
延

場 

水
垢
離
広
場
（
稲
葉
根
王
子
前
）

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

９
時
15
分
　
　
集
合
・
受
付

９
時
30
分
　
　
各
種
体
験

※
事
前
申
し
込
み
必
要

 

・
熊
野
古
道
ウ
ォ
ー
ク

 

・
ｅ
‐
バ
イ
ク
ツ
ー
リ
ン
グ

 

・
ひ
ょ
う
た
ん
ラ
ン
プ
作
り
体
験

 

・
杖
作
り
体
験

11
時
　
平
安
行
列
・
七
夕
祭
り

（
水
垢
離
体
験
）

13
時
　
　
　 

琴
・
二
胡
の
演
奏

　
　
　
　
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

14
時
30
分
　
餅
・
お
菓
子
ま
き

参
加
料
　

　
基
本
、
無
料
で
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
が
、
各
種
体
験
に
は

参
加
費
が
必
要
で
す
。
く
わ
し

く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問 

上
富
田
町
観
光
協
会
事
務
局

☎
３
３
‐
９
６
１
０

協
賛 

聖
地
リ
ゾ
ー
ト
！
和
歌

山
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進
協
議
会

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

介
護
・
福
祉
の
総
合
相
談
窓
口

と
し
て
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
や

そ
の
ご
家
族
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
電

話
や
窓
口
の
ほ
か
、
自
宅
へ
も

訪
問
し
ま
す
。
費
用
は
掛
か
り

ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
認
知
症
の
方
ま
た
は
物
忘
れ

が
気
に
な
る
な
ど
、
認
知
症
が

疑
わ
れ
る
方
と
そ
の
ご
家
族
や

関
係
者
を
対
象
に
、専
門
職
（
認

知
症
看
護
認
定
看
護
師
と
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
）
に

よ
る
物
忘
れ
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
認
知
症
が
疑
わ
れ
る
場
合
の

専
門
医
等
へ
の
受
診
の
助
言
や

対
応
方
法
等
、
適
切
な
ケ
ア
に

つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
苦
慮

し
て
い
る
症
状
へ
の
対
応
方
法

な
ど
、
専
門
職
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。

　
相
談
は
１
ケ
ー
ス
に
つ
き

　
　
　

45
分
間
と
な
り
ま
す
。

時 

７
月
30
日
㊋

　
　 

13
時
30
分
～
15
時

場 

南
紀
の
台
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
紫
蘭

申 

電
話
や
窓
口
に
て
左
記
ま
で

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

今
月
の
ひ
ょ
う
た
ん
カ
フ
ェ

　
ひ
ょ
う
た
ん
カ
フ
ェ
は
認
知

症
や
介
護
に
つ
い
て
気
軽
に
相

談
や
お
話
し
が
で
き
る
集
い
の

場
で
す
。
お
茶
を
飲
み
な
が
ら

お
話
し
し
ま
せ
ん
か
？

時 

７
月
12
日
㊎

　
　
　
14
時
～
15
時
30
分

場 

保
健
セ
ン
タ
ー
１
階
相
談
室

　問 

長
寿
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

(

⑨
番
窓
口)

☎ 

４
７
‐
０
５
５
０(

代)

㊗
世
界
遺
産
登
録
20
周
年

　 
七
夕
祭
り
開
催

※住所異動の手続きや住民票・戸籍等の発

行は行えません。

※手続きに必要なものは事前に

　お問い合わせください。

問 住民課 住民・環境班

　 ( ①番窓口 ) ☎４７-０５５０

マイナンバーカード　夜間窓口

時 7 月 25 日㊍ 19 時まで

場 住民課（①番窓口）

内 マイナンバーカードの申請・受取
　  電子証明書の発行・更新
　  暗証番号の変更　など

住み慣れた地域で

暮らし続けるお手伝い

地域包括支援
センター

南
紀
の
台

出
張 

物
忘
れ
相
談
会

　　　　　　　開
催
の
お
知
ら
せ
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『
前
の
せ
き
は
い
い
な
』

岩
田
小
学
校 

５
年　

木
下　

愛
花

　
わ
た
し
は
、
前
の
せ
き
が
す

き
。
理
由
は
、
黒
板
や
予
定
黒

板
が
見
や
す
い
し
、
先
生
に
近

利
用
図
書 

町
立
図
書
館
お
よ
び

親
子
文
庫
、
紫
蘭
、
学
校
図
書
室
、

県
立
紀
南
図
書
館

対 

町
内
の
３
歳
以
上
18
歳
ま
で

の
方

（
町
内
に
通
園
、
通
学
者
可
）

内 

図
書
館
等
で
ス
タ
ン
プ
カ
ー

ド
を
受
け
取
り
、
読
書
を
し
た

本
を
返
却
す
る
と
き
に
提
示
す

る
と
、
冊
数
に
応
じ
た
ス
タ
ン

プ
を
押
し
て
も
ら
え
ま
す
。
ス

タ
ン
プ
が
10
ヶ
集
ま
れ
ば
、
感

時 

７
月
14
日
㊐

８
時
～
10
時
ま
で
（
少
雨
実
施
）

想
文
（
小
学
生
未
満
は
感
想
画
）

を
書
い
て
学
校
、
保
育
所
等
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
提
出
い
た
だ
い
た
感
想
画
等

は
図
書
館
に
掲
示
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問 

上
富
田
町

青
少
年
育
成
町
民
会
議

（
教
育
委
員
会
事
務
局
内
）

☎ 

４
７
‐
５
９
３
０

※
実
施
で
き
な
い
場
合
は
７
月

21
日
㊐
に
延
期
し
ま
す
。

　
延
期
の
場
合
は
７
時
30
分
に

放
送
を
し
ま
す
。

※
ゴ
ミ
は
、
午
前
10
時
ま
で
に

市
ノ
瀬
公
民
館
（
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
）
に
搬
入
し

て
く
だ
さ
い
。

時 

７
月
20
日
㊏
・
25
日
㊍
18
時

か
ら

※
試
食
し
て
解
散
し
ま
す
。

　
夕
食
は
取
ら
ず
に
ご
参
加
を

場 

市
ノ
瀬
公
民
館
（
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
）

講
師 

「
栄
養
サ
ポ
ー
ト
紀
南
」

の
栄
養
士
さ
ん

定 

両
日
と
も
に
８
名
（
１
日
だ

け
の
方
は
要
相
談
）

費 

１
回
５
０
０
円

（
当
日
集
金
）

申 

７
月
１
日
㊊
か
ら

※
市
ノ
瀬
公
民
館
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

〆 

７
月
12
日
㊎

※
男
性
に
限
ら
ず
料
理
が
不
得

手
な
方
は
ど
な
た
で
も
受
講

で
き
ま
す
。

問 

市
ノ
瀬
公
民
館

☎
４
８
‐
０
３
６
６

い
か
ら
。

　
で
も
な
か
な
か
前
の
せ
き
に

な
ら
な
い
か
ら
シ
ョ
ッ
ク
。
だ

か
ら
せ
き
が
え
の
と
き
、「
前
の

せ
き
に
な
っ
て
く
れ
。」
と
思
っ

て
い
る
。
で
も
ぜ
ん
ぜ
ん
前
の

せ
き
に
な
ら
な
い
。
な
れ
な
か
っ

た
と
き
は
、「
は
あ
、
ま
た
う
し

ろ
の
せ
き
か
。」
と
落
ち
込
む
。

な
れ
た
と
き
は
、「
ラ
ッ
キ
ー
」

と
思
っ
て
嬉
し
い
。

　
で
も
、
ほ
と
ん
ど
が
う
し
ろ

の
ほ
う
。
う
し
ろ
の
ほ
う
が
六

回
ぐ
ら
い
続
い
た
ら
、「
こ
ん
ど

こ
そ
は
前
の
せ
き
に
な
っ
て
く

れ
、
た
の
む
。」
と
願
う
。
そ
れ

で
も
な
ら
な
か
っ
た
ら
「
ガ
ビ
ー

ン
」
と
思
っ
た
り
、「
チ
ー
ン
」

と
思
っ
た
り
す
る
。
で
も
、
う

し
ろ
の
せ
き
で
も
い
い
こ
と
は
、

い
く
つ
か
あ
る
。
一
つ
目
は
、

お
直
し
の
か
ご
に
ち
か
い
こ
と
。

二
つ
目
は
、
す
ぐ
に
宿
題
を
だ

せ
る
こ
と
。

　
で
も
や
っ
ぱ
り
、
前
の
せ
き

が
い
い
な
。

時 

７
月
14
日
㊐
か
ら
１
週
間

※
１
週
間
を
目
途
に
グ
ル
ー
プ

の
ご
都
合
で
実
施
し
て
く
だ

さ
い
。

み
ん
な
で
完
走
！
　
読
書
マ
ラ
ソ
ン

～
マ
イ
ペ
ー
ス
に
読
書
習
慣
を
～

　
今
年
も
図
書
館
や
地
域
の
親
子
文
庫
等
と
協
力

し
、
７
月
20
日
㊏
か
ら
９
月
１
日
㊐
ま
で
の
夏
休

み
期
間
中
、
読
書
マ
ラ
ソ
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　
子
ど
も
に
と
っ
て
読
書
は
、
成
長
す
る
過
程
で

言
葉
を
学
び
、
感
性
を
磨
き
、
表
現
力
を
高
め
、
想

像
力
を
豊
か
な
も
の
に
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
の
た
く
さ
ん
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

市
ノ
瀬
・
下
鮎
川
地
区

第
65
回
ク
リ
ー
ン
運
動

実
施
の
ご
案
内

市
ノ
瀬
小
山
河
川
敷

コ
ス
モ
ス
園

種
ま
き
実
施
の
ご
案
内

市
ノ
瀬
公
民
館

男
の
料
理
教
室

受
講
生
募
集
！

あ
な
た
と
あ
な
た
の
家
族
の

幸
せ
の
た
め
に
！

読書マラソン

完走者には記念品を

プレゼント
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フ
ウ
ラ
ン
が
家
主
の
い
な
い
庭
木
で

　
　
　
　
　
　
カ
ズ
ラ
に
巻
か
れ
ひ
っ
し
に
生
き
る

「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
に
な
り
た
い
」
と

　
　
　
　
　
　
ス
ー
パ
ー
通
路
の
わ
く
わ
く
願
い

稗
田
　
満
代

稲
田
　
和
代

（
投
稿
歓
迎
）

富
田
川
歌
壇

（
投
稿
歓
迎
）

　
上
富
田
町
俳
句
大
会
に
際
し
、

作
品
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

　
多
く
の
皆
様
か
ら
投
句
を
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

申 

作
品
は
、
未
発
表
の
自
由
句

と
し
、
所
定
の
用
紙
ま
た
は
原

稿
用
紙
（
５
句
以
内
を
１
組
）

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
応
募
の
際
に
整
理
料
５
０
０

円
（
郵
送
の
場
合
は
郵
便
小
為

替
５
０
０
円
分
を
同
封
）
を
事

務
局
に
納
入
く
だ
さ
い
。

　
ひ
と
り
５
組
以
内
と
し
ま
す
。

応
募
用
紙
は
、
教
育
委
員
会
事

務
局
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

時 

７
月
20
日
㊏
・
21
日
㊐
、

　 

22
日
㊊
・
23
日
㊋
、
26
日
㊎

９
時
00
分
～
10
時
45
分

※
５
日
間
通
し
て
の
教
室
と
な

　
り
ま
す
。

一
部
参
加
で
き
な
い
日
程
が

あ
る
場
合
は
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

内 

講
師
の
先
生
が
浴
衣
の
着
付

け
方
や
、
風
呂
敷
の
扱
い
、
物

の
受
け
渡
し
、
箸
マ
ナ
ー
、
お

茶
の
い
た
だ
き
方
な
ど
を
教
え

て
く
れ
ま
す
。

　
浴
衣
を
お
持
ち
で
な
く
て
も

参
加
可
能
で
す
。（
自
前
の
浴

衣
を
お
持
ち
い
た
だ
い
て
の
着

付
け
も
可
能
で
す
。）

講
師 

輪
島
　
久
子
　
氏

対 

上
富
田
町
内
の
小
学
生

場 

朝
来
公
民
館

費 

浴
衣
を
持
参
い
た
だ
く
方
は

無
料
。

　
浴
衣
を
お
持
ち
で
な
い
方
は

１
０
０
０
円
（
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

代
）

定 

10
名
（
先
着
順
）

〆 

７
月
13
日
㊏

申 

朝
来
公
民
館
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

（
㊍
・
㊐
・
㊗
を
除
く
９
時
00

分
～
16
時
00
分
）

問 

朝
来
公
民
館

☎
４
７
‐
０
５
４
５

時 

７
月
24
日
㊌

　
　 

10
時
～ 

11
時

　
８
月
以
降
は
３
ク
ラ
ス
に
分

け
、
毎
週
水
曜
日
９
時
～
Ａ
ク

ラ
ス
、
10
時
～
Ｂ
ク
ラ
ス
、
11

時
～
Ｃ
ク
ラ
ス
で
、
各
ク
ラ
ス

30
分
、
40
分
程
度
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

※
８
月
開
催
日

７
日
㊌
・
21
日
㊌
・
28
日
㊌

内 

講
師
の
先
生
が
基
本
的
な
操

作
か
ら
便
利
な
使
い
方
な
ど
、

参
加
者
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た

使
い
方
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と

筆
記
用
具
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

場 

岩
田
公
民
館

対 

町
内
外
問
わ
ず
、
ど
な
た
で

も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

講
師 

西
原
　
玉
久
　
氏

費 

無
　
料

問 

岩
田
公
民
館

☎
４
７
‐
２
０
２
０

提
出
先 

　

〒
６
４
９-

２
１
９
２

上
富
田
町
朝
来
７
５
８
‐
１

上
富
田
町
中
央
公
民
館

上
富
田
町
俳
句
大
会
　
係

対 

ど
な
た
で
も
投
句
い
た
だ
け

ま
す
。

〆 

９
月
13
日
㊎

選
者 

松
本 

武
千
代 

先
生    

　
　 
城
戸 

杉
生
　 

先
生

賞 

特
選
４
句
、
入
選
20
句
、
佳

作
40
句

＊
特
選
・
入
選
に
は
記
念
品
を

贈
呈
　
応
募
者
全
員
に
入
賞

作
品
集
を
配
付

問 

上
富
田
町
俳
句
大
会

☎
４
７
‐
５
９
３
０

浴
衣
の
着
装
と

礼
法
マ
ナ
ー
の
体
験
教
室

朝
来
公
民
館

ス
マ
ホ
体
験
教
室

岩
田
公
民
館

実
梅
取
る
時
時
空
を
こ
じ
開
け
て
　

松
明
を
か
ざ
し
子
等
行
く
虫
送
　
　

竹
落
葉
ひ
と
ひ
ら
風
と
な
り
て
舞
ふ

田
鏡
に
椎
の
花
咲
く
王
子
か
な
　
　

青
田
祭
母
の
口
伝
の
田
舎
寿
司
　
　

田
に
罅
の
入
る
程
干
せ
と
電
話
か
な

白
靴
に
歩
み
初
め
を
祝
ひ
け
り
　
　

椎
の
花
八
上
の
森
を
盛
り
上
げ
て
　

朝
涼
や
薄
化
粧
し
て
鎌
提
げ
て
　
　

四
代
の
女
揃
ひ
て
枇
杷
を
採
る
　
　

吊
り
橋
の
大
き
く
揺
る
ゝ
夏
の
山
　

身
に
か
な
ふ
水
輪
広
げ
て
水
す
ま
し

城
戸
　
杉
生

本
西
満
穂
子

出
羽
　
鶴
枝

出
羽
智
香
子

射
場
　
典
子

岡
本
美
恵
子

宮
内
　
信
子

下
平
百
美
子

山
根
八
栄
子

和
田
　
厚
子

片
倉
美
智
子

山
本
　
陽
子

第
46
回
　
上
富
田
町
俳
句
大
会
　
作
品
募
集
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時 

８
月
２
日
㊎
・
３
日
㊏

　
　
　
　
　 

10
時
～
12
時

対 

２
日
㊎
　
小
４
～
６
年
生

　 

３
日
㊏
　
小
１
～
３
年
生

場 

朝
来
公
民
館

講
師 

津
葉
井 

真
紀
　
氏

費 

５
０
０
円
（
当
日
集
金
） 

定 

16
名
（
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。
朝
来
・
岩

崎
・
南
紀
の
台
地
区
の
方
を
優

先
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

持 

マ
ス
ク
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
手
拭
き
タ
オ
ル

申 

７
月
１
日
㊊
～
20
日
㊏

（
㊍
・
㊐
・
㊗
を
除
く
９
時
00

分
～
16
時
00
分
）

　
電
話
ま
た
は
直
接
朝
来
公
民

館
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
申
込
み
も
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
朝
来
公
民

館
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
を
友

達
追
加
し
て
申
し
込
み
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
食
材
の
代
替
や

器
具
の
使
い
分

け
な
ど
は
行
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。
ア
レ
ル
ギ

ー
を
お
持
ち
の
方
は
ご
家
庭

の
判
断
で
ご
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
な
お
、
使
用
食
材
に
つ
い

て
は
事
前
に
公
民
館
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

朝
来
公
民
館

☎
４
７
‐
０
５
４
５

　
市
ノ
瀬
小
学
校
で
は
、
自
分

た
ち
が
住
ん
で
い
る
市
ノ
瀬
地

域
や
歴
史
の
こ
と
を
よ
く
知
ろ

う
と
、
学
年
ご
と
に
興
禅
寺(

だ

る
ま
寺)

や
一
ノ
瀬
王
子
の
見

学
に
出
か
け
る
な
ど
の
「
ふ
る

さ
と
学
習
」
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
昨
年
度
は
、
６
年
生
が
龍
松

山
城
跡
の
見
学
、
一
ノ
瀬
大
踊

り
の
学
習
を
し
ま
し
た
。

　
龍
松
山
城
跡
は
、
標
高
１
２

３
ｍ
の
通
称
「
辰た

つ
ま
き
や
ま

巻
山
」
の
山

頂
に
あ
り
ま
す
。
見
学
当
日
は
、

上
富
田
文
化
の
会
の
宮
本
勲
氏

に
、
富
田
川
を
は
さ
ん
で
対
岸

に
見
え
る
「
坂
本
付
城
跡
」
や

「
空
堀
」
に
つ
い
て
現
地
で
説

明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
令
和
元
年
の
発
掘
調
査
で

見
つ
か
っ
た
器
の
か
け
ら
や
鉛

の
鉄
砲
玉
な
ど
も
実
際
に
見
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
室
町
幕
府
奉
公
衆
で
あ
っ
た

城
主
山
本
氏
は
、
豊
臣
秀
吉
の

紀
州
攻
め
に
抵
抗
し
ま
し
た
が

最
後
に
滅
ぼ
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
社
会
で
学
習
し
た
歴
史
上

の
人
物
と
市
ノ
瀬
の
関
わ
り

を
改
め
て
知
っ
た
児
童
か
ら

は
、「
龍
松
山
城
の
こ
と
は
全

然
知
ら
な
か
っ
た
。
自
分
た
ち

の
地
域
の
歴
史
の

こ
と
が
知
れ
て
と

て
も
よ
か
っ
た
。」

「
あ
そ
こ
に
お
城
が

あ
っ
た
な
ん
て
初

め
て
知
っ
た
。
お

金
や
お
皿
が
出
て

き
た
と
知
り
び
っ

く
り
し
た
。」
な
ど

の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　
一
ノ
瀬
大
踊
り

(

県
指
定
無
形
民
俗

文
化
財)

の
学
習
で

は
、
一
ノ
瀬
大
踊

保
存
会
の
木
村
忠

美
氏
と
宮
本
勲
氏

に
、
大
踊

り
が
領
主

山
本
氏
の
戦
勝
を
祝

う
踊
り
で
あ
っ
た
こ

と
、
山
本
氏
が
滅
ん

で
か
ら
は
一
族
を
供

養
す
る
た
め
に
踊
ら

れ
、
四
百
年
の
歴
史

が
あ
る
こ
と
な
ど
を

教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
本
校
で
も
コ
ロ
ナ

禍
以
前
は
、
運
動
会

で
全
校
児
童
が
一
ノ

瀬
大
踊
り
を
踊
っ
て

い
ま
し
た
が
、
現
在

は
運
動
会
が
半
日
開

催
と
な
り
、
大
踊
り

も
途
絶
え
て
い
ま
す
。
児
童
か

ら
は
「
四
百
年
前
か
ら
受
け
継

が
れ
て
い
る
一
ノ
瀬
大
踊
り
を

次
へ
次
へ
と
受
け
継
ぐ
こ
と
が

で
き
た
ら
。」
と
い
う
声
も
聞

か
れ
、
児
童
が
踊
る
一
ノ
瀬
大

踊
り
を
ど
こ
か
で
披
露
す
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
地
域
の
方
々
と
触
れ
合
い
、

地
域
を
知
る
こ
と
で
、
地
域
は

子
ど
も
た
ち
の
「
ふ
る
さ
と
」

に
な
り
ま
す
。
地
域
の
力
を
お

借
り
し
な
が
ら
、
今
後
も
ふ
る

さ
と
学
習
を
深
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
料
理
教
室
【
夏
の
お
や
つ
作
り
】

朝
来
公
民
館

学
校
紹
介

「
ふ
る
さ
と
学
習
」

市
ノ
瀬
小
学
校
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内 

「
２
年
間
の
思
い
出
」

講
師 

外
国
語
指
導
助
手

レ
イ
チ
ェ
ル
・
ツ
イ 

氏

時 

７
月
23
日
㊋
　

　
　
19
時
30
分
～
20
時
40
分

場 
上
富
田
文
化
会
館

　
　
　
　
　
２
階
小
ホ
ー
ル

問 

上
富
田
町
生
涯
学
習
推
進

委
員
会

☎
４
７
‐
５
９
３
０

　
年
々
加
速
す
る
情
報
化
社
会
。

子
ど
も
の
ネ
ッ
ト
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ

の
関
わ
り
も
日
々
変
化
を
続
け

て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
青
少
年
と
ネ
ッ
ト

の
関
わ
り
に
く
わ
し
い
講
師
を

お
招
き
し
、
子
ど
も
達
を
取
り

巻
く
ネ
ッ
ト
社
会
の
変
化
、
背

景
な
ど
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ

き
ま
す
。

内 

「
青
少
年
の
ネ
ッ
ト
利
用
の

変
遷
」

講
師 

佐
々
木 

哲(

さ
と
し) 

氏

（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ハ
ー

ト
ツ
リ
ー
、
合
同
会
社
シ
ー

ニ
ュ
）

時 

７
月
６
日
㊏
13
時
～
14
時

場 

上
富
田
文
化
会
館

　
　
　
　
　
　
２
階
小
ホ
ー
ル

問 

教
育
委
員
会
事
務
局

☎
４
７
‐
５
９
３
０

第
１
回
　
ま
ち
づ
く
り
講
座
　
ご
案
内

　
外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
レ
イ
チ
ェ
ル
・
ツ
イ
氏
か
ら
お
話

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
ネ
ッ
ト
利
用
に
関
す
る
講
演
会

開
催
　
ご
案
内

みんな　そろって　すこやかに

夏の子どもを守る運動夏の子どもを守る運動
７月１日～８月３１日

　夏場は、日照時間が長く夏休みなどで子どもの

活動時間と範囲が広がります。コンビニエンススト

ア周辺等に若者が多く集まるなどし、そのことが青

少年による非行の温床となるだけでなく、青少年

が犯罪等に巻き込まれる危険性も高くなります。ま

た、インターネットから青少年が有害情報にさらさ

れる危険、思わぬ水の事故や交通事故等、青少年

を取り巻く環境は危険を多くはらんでいると言え

ます。

　子どもたちの夏休み期間中の過ごし方について

は、各学校からの指示もありますが、町民の皆さま

におかれましても見守り等のご協力をお願いいたし

ます。

●明るい家庭、地域を大切にしましょう。

●交通事故を防ぎましょう。

●水の事故を防止しましょう。

●非行をなくしましょう。

●インターネットトラブルから守りましょう。

●不審者に気を付けましょう。

上富田町青少年育成町民会議
上富田町補導委員連絡会

図書館からのお知らせ

上富田町立図書館 ☎ ４７-１７９０問

1.

2.

　3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

クスノキの女神　　　　              

成瀬は天下を取りにいく　            

変な家２～１１の間取り図～　        

成瀬は信じた道をいく　　            

なぜ働いていると

　本が読めなくなるのか

変な絵　　　　　　　　　　　        

告白撃　　　　　　　　　            

俺たちの箱根駅伝 上　　             

俺たちの箱根駅伝 下　　             

変な家　　　　　　　　　　         

東野圭吾

宮島未奈　

雨穴　　 

宮島未奈

 

三宅香帆　

雨穴　　

住野よる　

池井戸 潤

池井戸 潤

雨穴　　 

実業之日本社

新潮社

飛鳥新社

新潮社

集英社

双葉社

KADOKAWA

文藝春秋

文藝春秋

飛鳥新社

　友人、恋人、父娘、隣人、一人

暮らしの５つの暮らしのおはな

しを集めた短篇集です。

　日々の暮らしを色んな角度から味わうことがで

き、不器用な登場人物が丁寧に描かれていて読んだ

後にあたたかい気持ちになります。

　暮らしの中の楽しさ嬉しさ寂しさ色んな気持ちに

だれもが共感できるのではないでしょうか。

『 今日のかたすみ 』

川上　佐都/著　　ポプラ社

今月のベストテン
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５
月
29
日
に
参
加
者
15
名
で

大
阪
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
前
日
の
大
雨
が
嘘
の
よ
う
な

晴
天
の
下
、「
咲
く
や
こ
の
花

館
」
に
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。

こ
こ
は
日
本
最
大
の
室
内
植
物

園
で
す
。
そ
の
中
で
、フ
ラ
ワ
ー

ツ
ア
ー
に
参
加
し
、
係
の
人
の

説
明
を
聞
き
な
が
ら
回
り
ま
し

た
。

　
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
オ
オ

オ
ニ
バ
ス
は
魚
に
食
べ
ら
れ
な

い
よ
う
に
葉
の
裏
に
と
げ
が
あ

る
こ
と
や
、
初
め
に
白
い
花
が

咲
き
一
度
閉
じ
て

二
度
目
は
濃
い
ピ

ン
ク
に
変
わ
る
こ

と
。
バ
ナ
ナ
は
木

で
は
な
く
草
の
仲

間
で
、
一
度
だ
け

二
年
目
に
た
く
さ

ん
の
実
を
つ
け
、

そ
の
ま
ま
枯
れ
て

し
ま
う
、
種
が
な

く
て
根
が
横
に
伸

び
て
芽
を
出
し
繁

殖
し
て
い
く
こ

と
。
キ
ソ
ウ
テ
ン

ガ
イ
と
い
う
砂
漠
で
二
千
年
も

生
き
る
も
の
。
ク
ロ
ユ
リ
は
可

憐
な
花
で
す
が
、
に
お
い
を
嗅

ぐ
と
生
乾
き
の
雑
巾
の
よ
う
な

臭
い
が
し
た
こ
と
な
ど
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
初
め
て
見

る
植
物
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
面

白
か
っ
た
」
と
い
う
感
想
が
あ

り
ま
し
た
。

　
午
後
は
「
大
阪
く
ら
し
の
今

昔
館
」
を
訪
れ

ま
し
た
。
こ
こ

は
、
大
阪
の
ま

ち
・
住
ま
い
の

歴
史
と
文
化
を

テ
ー
マ
に
し
た

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

で
す
。

　
ま
ず
９
階
に

行
き
、
実
物
大

の
江
戸
時
代
・

大
坂
の
町
並
み

を
見
て
回
り
ま

し
た
。
表
通
り

に
は
に
ぎ
や
か
な
商
家
が
建
ち

並
び
、
夏
祭
り
の
飾
り
が
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
裏
通
り
に
は
、

長
屋
ぐ
ら
し
の
風
景
が
あ
り
ま

し
た
。

　
次
に
８
階
近
代
の
フ
ロ
ア
に

行
き
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
の

ま
ち
・
く
ら
し
の
詳
細
な
模
型

と
資
料
を
見
ま
し
た
。「
懐
か

し
い
」
と
い
う
声
を
あ
げ
な
が

ら
見
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
笑
顔
か
ら
充
実
し

た
研
修
に
な
っ
た
よ
う
に
感
じ

ま
し
た
。

数
回
の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
経
て
本

番
に
臨
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
、
幼
児
か
ら
小
学
６
年

生
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
と
保
護

者
の
約
50
人
の
参
加
で
、
会
場

は
笑
顔
と
歓
声
に
包
ま
れ
、
1

時
間
半
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
と

な
り
ま
し
た
。

　
以
下
、
く
す
の
木
文
庫
代
表

の
木
本
千
代
子
さ
ん
の
寄
稿
を

紹
介
し
ま
す
。

★

　
子
ど
も
た
ち
の
元
気
あ
ふ
れ

る
声
に
「
あ
～
今
年
も
文
庫
ま

つ
り
で
き
て
よ
か
っ
た
な
あ
」

と
つ
く
づ
く
思
う
。

　
平
成
３
年
以
来
、
長
く
続
け

て
い
る
だ
け
が
取
り
得
の
く
す

の
き
文
庫
で
す
が
、
い
つ
の
時

代
も
子
ど
も
た
ち
は
変
わ
ら

ず
、
体
い
っ
ぱ
い
で
喜
び
を
表

し
て
く
れ
、
紙
芝
居
や
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
の
お
話
も
よ
く
聞
い

て
く
れ
る
。
そ
れ
だ
け
で
や
っ

て
い
る
方
も
嬉
し
く
あ
り
が
た

い
。
　
　
　
　

　
ま
つ
り
後
半
は
ゲ
ー
ム
。
子

ど
も
た
ち
は
全
身
で
遊
び
、
こ

ち
ら
も
素
直
な
気
持
ち
に
な
り
、

一
緒
に
仲
間
に
入
れ
て
も
ら
い

楽
し
む
。
何
と
い
い
時
間
の
こ

と
か
！
こ
ん
な
経
験
は
な
か
な

か
で
き
な
い
。

　
１
年
に
１
回
だ
が
、
私
に
と
っ

て
は
こ
の
触
れ
合
い

は
貴
重
。
こ
う
し
て

子
ど
も
た
ち
は
皆
大

き
く
な
っ
て
い
く
ん

だ
な
あ
。

元
気
に
頑
張
っ
て
よ

！
と
エ
ー
ル
を
送
り

た
い
。

　
お
ば
あ
さ
ん
も
子

ど
も
た
ち
か
ら
英
気

を
も
ら
い
、
明
日
か

ら
ま
た
ガ
ン
バ
ル
ぞ
ー
！
み
ん

な
、
あ
り
が
と
う
！

　
５
月
18
日
、
く
す
の
木
文
庫

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

く
す
の
木
文
庫
の
皆
さ
ん
に
は

女
性
の
研
修
旅
行

‐
植
物
の
観
賞
と
江
戸
時
代

へ
の
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ (

大

阪
市) 

‐

市
ノ
瀬
公
民
館

く
す
の
木
文
庫
ま
つ
り

生
馬
公
民
館

キソウテンガイ鑑賞風景
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朝
来
の
峠

と
う
げ

地
区
に
「
弘
法
井

戸
」
と
呼
ば
れ
伝
説
が
残
る
井

戸
が
あ
り
ま
す
。

　「
弘
法
」
と
は
弘
法
大
師
の

弘
法
の
こ
と
で
、
簡
単
に
紹
介

し
て
お
き
ま
す
。----------------

　
空く

う
か
い海
（
７
７
４
年
生
～
８
３

５
年
没
）
は
真
言
宗
の
開
祖
で
、

弘
法
大
師
と
か
お
大
師
様
と
い

う
呼
び
方
で
、
昔
か
ら
た
く
さ

ん
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
ま

し
た
。

　
三さ

ん
ぴ
つ筆
に
数
え
ら
れ
る
ほ
ど
字

が
上
手
だ
っ
た
こ
と
も
有
名
で

「
弘
法
も
筆
の
誤
り
」
な
ど
い

く
つ
か
の
こ
と
わ
ざ
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

　
い
ろ
い
ろ
と
才
能
豊
か
な
空

海
は
、
そ
れ
ゆ
え
に
全
国
各
地

に
伝
説
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
多
い
の
は
「
弘
法
水
」
の

伝
説
で
、
水
で
困
っ
て
い
た
地

域
で
弘
法
大
師
が
杖
を
つ
い
た

と
こ
ろ
を
掘
る
と
水
が
出
た
と

い
う
類
の
伝
説
で
す
。

　
伝
説
に
は
い
く
つ
か
の
話
が

あ
り
ま
す
が
、
上
富
田
町
史
（

下
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
朝
来

地
区
の
伝
説
「
弘
法
井
戸
」
を

紹
介
し
ま
す
。

-------------------------------------

　
昔
、
お
弘
法
さ
ん
熊
野
い
来

て
ん
と
う
。
そ
の
時 

朝
来
の
峠

を
越
え
て
き
て
、
あ
ん
ま
り 

の

ど
乾
く
さ
か
、
ど
こ
そ
に
水
な

い
か
探
い
た
ら
し
い
わ
。

　
ほ
い
た
ら
、
ち
ょ
う
ど
水
荷

の
て
一
人
年
寄
り
来
て
ん
と
う
。

お
弘
法
さ
ん 

そ
い
見
て
、
あ
あ
、

え
え
あ
ん
ば
い
や
ち
ゅ
う
て 

そ

の
年
寄
り
に
「
水
い
っ
ぱ
い 

よ

ん
で
く
れ
ん
か
」
て
頼
ん
で
ん

て
。

 

ほ
い
た
ら
、
そ
の
お
じ
さ
ん

「
あ
あ
、
ど
う
ぞ
」
て
、
え
ら

い
機
嫌
よ
う
飲
ま
い
た
げ
て
ん

と
う
。

　
ほ
い
で
に
、
お
弘
法
さ
ん
感

心
し
て
、
こ
の
辺
の
人
は
、
水

に
不
自
由
し
や
ん
の
や
ろ
う
か

ら
、
わ
し
が
え
え
水
の
出
る
と

こ
教
え
た
げ
ら
、
ち
ゅ
う
て
、

道
の
端は

た

い
、
杖
で
印

し
る
し

つ
け
て
ん

と
う
。

　
ほ
い
で
、
お
じ
さ
ん
大
喜
び

し
て 

そ
こ
掘
っ
て
ん
て
。
ほ
い

た
く
ら
い
な
ら
、
澄
ん
だ 

ひ
や

こ
い
水 

湧
き
出
い
て
き
て
ん
と

う
。

　
今
も
そ
の
井
戸
、
峠
の
道
の

は
た
に
あ
る
ん
や
ぜ
。----------

伝
説
に
あ
っ
た
「
今
も
そ
の
井

戸
、
峠
の
道
の
は
た
に
あ
る
ん

や
ぜ
」
と
い
う
井
戸
が
こ
の
井

戸
に
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
各
地
に
あ
る
「
弘
法
井
戸
」

と
呼
ば
れ
る
井
戸
は
、
地
下
水

面
が
非
常
に
浅
い
も
の
が
多
い

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
の
井

戸
も
以
前
は
杓

し
ゃ
く

で
水
を
汲
む
浅

い
井
戸
で
し
た
。

　
こ
の
峠
地
区
は
昔
か
ら
水
に

苦
労
し
て
い
た
こ
と
と
、
地
区

内
で
唯
一
熊
野
古
道
大
辺
路
沿

い
に
あ
る
井
戸
と
い
う
こ
と
で

重
宝
し
、
人
々
が
あ
り
が
た
く

思
っ
た
こ
と
を
弘
法
大
師
に
か

ら
め
て
「
弘
法
井
戸
」
伝
説
が

生
ま
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

-------------------------------------

　
井
戸
は
車
道
沿
い
の
谷
地
さ
ん

宅
の
玄
関

横
に
あ
り

ま
す
。
道

か
ら
も
見

え
ま
す
が
、

谷
地
さ
ん

が
在
宅
で

あ
れ
ば
、
井
戸
の
中
も
見
せ
て

い
た
だ
け
ま
す
。

参
照
：
上
富
田
町
史
（
下
）

　
今
回
は
市
ノ
瀬
橋
を
紹
介
し

ま
す
。

　
明
治
初
年
の
市
ノ
瀬
村
誌
に

は
「
日
本
型
舟
一
艇
50
石
未
満 

川
か
わ
ひ
ら
た

艜
、
富
田
川 

緩
流
に
し
て
水

ょ
う
。

　
そ
の
た
め
、
市
ノ
瀬
で
は
本

格
的
な
橋
が
架
か
る
の
は
、
か

な
り
遅
れ
て
い
た
よ
う
で
す

が
、
そ
の
橋
も
最
初
の
頃
は
せ

ま
い
板
を
繋
ぎ
合
わ
せ
、
向
河

原
へ
板
を
渡
し
た
だ
け
の
粗
末

な
も
の
で
あ
っ
た
と
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
昭
和
18
年
３
月
に
よ
う
や
く

幅
３
ｍ
、
長
さ
２
１
０
ｍ
の
木

造
橋
が
竣
工
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
れ
ま
で
は
出
水

時
に
渡
し
賃
５
～

10
銭
を
払
い
対
岸

ま
で
渡
し
て
も
ら

っ
て
い
ま
し
た
。

運
賃
の
代
わ
り
に

春
は
麦
２
升
、
秋
は
米
１
升
を

舟
渡
し
手
当
と
し
て
支
払
っ
て

お
り
、
こ
れ
を
「
舟
米
（
し
ょ

う
ま
い
）」
と
し
て
渡
し
守
に

支
払
っ
て
い
た
と
も
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
そ
の
当
時
使
用
さ
れ
た
底
が

平
ら
な
船
が
市
ノ
瀬
の
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
横
に
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
木
造
橋
は
昭
和
26
年
と
同
38
年

の
洪
水
で
破
損
し
、
そ
の
都
度
修

復
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
よ
り
強
固
な
恒
久
橋
の
架
橋

が
必
要
と
、
長
さ
１
７
３
ｍ
、
幅

４
ｍ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
が
昭
和

39
年
７
月
に
竣
工
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
こ
の
橋
も
耐
震
性
や
老
朽

化
、
交
通
量
の
増
加
に
よ
る
幅
員

の
不
足
か
ら
平
成
20
年
10
月
に

旧
橋
の
少
し
上
流
に
長
さ
１
７
２

ｍ
、
幅
11
ｍ
（
車
道
６
・
５
ｍ
、

歩
道
３
ｍ
）
の
壁
式
橋
脚
と
し
て

総
事
業
費
約
10
億
円
を
か
け
、
立

派
な
市
ノ
瀬
橋
が
竣
工
し
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

参
照

：

『
富
田
川
に
架
か
る

上
富
田
町
の
橋
』

上
富
田
町
文
化
財

教
室
シ
リ
ー
ズ
19

清
し
舟

し
ゅ
う
ば
つ筏

通
じ
堤
防

あ
り
」
と

あ
っ
て
、 

橋
に
つ
い

て
の
記
載

は
あ
り
ま

せ
ん
。
渡

し
が
発
達

し
て
い
た

か
ら
で
し

私
た
ち
の
歴
史
・
文
化
・
民
俗
　
②
「
弘
法
井
戸
」

橋
の
今
昔 

４ 
 

（
市
ノ
瀬
橋
）

増水時の渡しの様子
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時 

６
月
22
日
㊏
～
７
月
20
日
㊏

場 

大
賀
ハ
ス
田
（
田
中
神
社
横
）

大
賀
ハ
ス
関
連
俳
句
募
集

【
応
募
要
領
】

　
ハ
ス
田
の
俳
句
箱
に
投
句

　
お
一
人
様
３
句
ま
で

【
応
募
期
間
】

　
６
月
22
日
㊏
～
７
月
31
日
㊌

【
審
　
査
】
審
査
委
員
に
よ
る

　
　
　
　
　
選
定

【
発
　
表
】
入
選
者
に
直
接
通
知

【
　
賞
　
】

　
特
　
選
　
３
句
（
記
念
品
）

　
入
　
選
　
10
句
（
記
念
品
）

大
賀
ハ
ス
関
連
写
真 

‐
募
集
‐

【
サ
イ
ズ
】

　
２
Ｌ
サ
イ
ズ

　
組
写
真
は
不
可

【
記
載
事
項
】

　
応
募
票
に
必
要
事
項
を
明
記

し
、
作
品
の
裏
面
に
貼
付
し
て

く
だ
さ
い
。

【
応
募
点
数
】

　
お
一
人
様
３
点
ま
で

　
※
７
月
31
日
㊌
ま
で
に
撮
影

　
　
し
た
も
の
。

【
応
募
期
間
】

　
６
月
22
日
㊏
～
７
月
31
日
㊌

（
当
日
消
印
有
効
）

【
審
　
査
】

　
　
審
査
委
員
に
よ
る
選
定

【
発
　
表
】

　
　
入
選
者
に
直
接
通
知

【
　
賞
　
】

　
　
特
　
選
　
１
名
（
記
念
品
）

　
　
準
特
選
　
２
名
（
記
念
品
）

　
　
入
　
選
　
５
名
（
記
念
品
）

【
そ
の
他
】

　
入
選
作
品
の
著
作
権
は
撮
影

者
に
帰
属
し
ま
す
。

　
主
催
者
は
、
入
賞
作
品
を
入

賞
者
の
許
諾
を
要
す
る
こ
と
な

く
無
償
で
使
用
す
る
権
利
を
有

す
る
も
の
と
し
ま
す
。

　
作
品
は
、
必
ず
被
写
体
の
了

解
を
得
た
も
の
で
、
未
発
表
作

品
に
限
り
ま
す
。

　
な
お
、
加
工
が
施
さ
れ
た
写

真
は
審
査
対
象
外
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

主 

催 

… 

大
賀
ハ
ス
を
守
る
会

後 

援 

… 

上
富
田
町
観
光
協
会

問
・
応
募
先 

〒
６
４
９
‐
２
１
９
２

　
上
富
田
町
朝
来
７
６
３
番
地

　
大
賀
ハ
ス
を
守
る
会
事
務
局

　（
振
興
課
　
企
画
・
商
工
観

　 

光
班
⑧
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
０

大
賀
ハ
ス
ま
つ
り

‐
ご
案
内
‐

問 上富田町観光協会事務局（振興課企画・商工観光班（⑧番窓口））☎34-2370

　8月31日（土）に第29回富田川友遊フェスティバルを開催することになりました。

　今年度も、友遊フェスティバルのクライマックスを飾る花火大会への寄付と募金を募集しており

ます。

　ご協力よろしくお願いします。

　演奏や各種ゲームなど当日のイベントを実施していただける団体および物産店をご出店いただけ

る団体を募集いたします。参画していただける団体は下記まで必要書類を提出してください。

※イベント時間や出店スペースに限りがあるため、応募者多数の場合は、①上富田町観光協会加盟

団体、②行政関連団体・町内の福祉団体の順で優先的に選考し、残った枠を抽選とさせていただ

きます。

第29回 富田川友遊フェスティバルの各種お願い第29回 富田川友遊フェスティバルの各種お願い

花火大会への寄付・募金募集

【募金箱設置場所】（敬称略）

イベント実施団体・物産出店募集

●寄付をしていただける方・企業の皆様　１口　1,000円から

●募金をしていただける方　　　　　　　１円から（皆様のお気持ちが夜空を彩る花火となります。）

●必要書類　企画書 1部（イベント実施団体）、申込書 1部（物産等出店団体）

●提出期限　7月12日㊎まで

・役場本庁内　　　　　　　　　　　　　・山里　　　　　　　　　・初代 鶏和

・スーパーエバグリーンプラス上富田店　・口熊野食堂　　　　　　・獅子林　　　　　　　

・カフェ＆ダイニング桜香　　　　　　　・松源上富田店　　　　　・バリューハウス富田川店

・スーパーセンターオークワ上富田店　　・ローソン市ノ瀬店　　　・ローソン生馬店

・ローソン朝来店　　　　　　　　　　　・ローソン熊野高校前店　・業務スーパー朝来駅前店

・口熊野かみとんだ観光案内所　　　　　・Ａコープ紀南APIA店　　・焼肉三国一EX上富田店

・ホームストック上富田店　　　　　　　・上富田文化会館
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熱
中
症
と
は
・
・
・

　
温
度
や
湿
度
が
高
い
中
で
、

体
内
の
水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
、
体
温
の
調
節
機
能

が
働
か
な
く
な
り
、
体
温
上
昇
、

め
ま
い
、
体
の
だ
る
さ
、
ひ
ど

い
と
き
に
は
、
け
い
れ
ん
や
意

識
の
異
常
な
ど
、
様
々
な
障
害

を
お
こ
す
症
状
の
こ
と
で
す
。

◆
熱
中
症
対
策

【
暑
熱
順
化
】

　
暑
く
な
り
始
め
の
時
期
か

ら
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
適
度

な
運
動
を
行
い
、
体
を
暑
さ
に

順
応
さ
せ
て
お
く
。

【
室
内
の
場
合
】

①
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
で
温
度

を
調
整
し
、
室
温
を
こ
ま
め

に
確
認
す
る
。

②
遮
光
カ
ー
テ
ン
、
す
だ
れ
、

打
ち
水
を
利
用
す
る
。

【
屋
外
の
場
合
】

①
日
傘
や
帽
子
を
着
用
す
る
。

②
日
陰
を
利
用
し
、
こ
ま
め
に

休
憩
す
る
。

【
体
の
蓄
熱
を
さ
け
る
】

①
通
気
性
が
よ
く
、
吸
湿
性
、

速
乾
性
の
あ
る
衣
服
を
着
用

す
る
。

②
保
冷
剤
、
氷
、
冷
た
い
タ
オ

ル
な
ど
で
体
を
冷
却
す
る
。

【
こ
ま
め
に
水
分
補
給
】

　
室
内
で
も
、
外
出
時
で
も
、

の
ど
の
渇
き
を
感
じ
て
い
な
く

て
も
、
こ
ま
め
に
水
分
や
塩
分

な
ど
を
補
給
す
る
。
梅
干
し
も

効
果
的
。

熱
中
症
の
応
急
処
置

①
エ
ア
コ
ン
が
効
い
て
い
る
室

内
や
風
通
し
の
よ
い
日
陰
な

ど
、
涼
し
い
場
所
へ
避
難
す

る
。

②
衣
服
を
ゆ
る
め
、
首
の
周
り

や
脇
の
下
、
太
も
も
の
付
け

根
な
ど
を
冷
や
す
。

③
可
能
で
あ
れ
ば
、
水
分
や
塩

分
、
経
口
補
水
液
を
補
給
す

る
。

熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
の
活
用

　
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
は
、

特
に
暑
く
な
る
と
予
測
さ
れ
た

日
の
当
日
や
前
日
に
発
令
さ
れ
、

ニ
ュ
ー
ス
や
天
気
予
報
等
で
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
水
分
補

給
や
休
息
を
し
っ
か
り
と
行
い
、

熱
中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す

ご
結
婚

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

朝

来

岩

田

岩

田
岡

生

馬

町
田
　
敏
郎

田
中
千
多
惠

原
口
　
榮
子

吉
本
　
左
名

髙
尾
　
憲
明

96
歳

97
歳

89
歳

92
歳

64
歳

（
悠
馬
・
か
れ
ん
）

（
武
志
・
美
波
）

（
綾
太
・
清
美
）

（
莉
大
・
琴
海
）

南
紀
の
台

下
鮎
川

南
紀
の
台

上
富
田
町

山や
ま
に
し
く
れ
あ

小こ
い
で出

　
　
弥あ
ま
ね

﨑さ
き
し
た下

　
詩し
の望

木き
む
ら村

　
朔さ
く
と斗

田
辺
消
防
署
上
富
田
分
署
か
ら
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上富田町の人口と世帯数
令和6年 5月末現在

前月比
総 数 15,675 人 -2

男 性 7,508 人 +1

女 性 8,167 人 -3

世帯数 7,561 世帯 +3

上
富
田
町
届
出
（
5
月
分
）

※
緊
急
時
（
火
事
・
救
急
・
救
助
）

は
、
局
番
な
し
の
１
１
９
番
へ

お
問
い
合
わ
せ
は
、

　
田
辺
消
防
署
上
富
田
分
署

　
　
　
４
７
‐
０
１
１
９
番
へ

田辺市消防本部

YouTube

公式チャンネル

ぜひご覧ください！

お
誕
生

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◆
税
目
　
　

　
国
民
健
康
保
険
税
（
第
１
期
）

　
固
定
資
産
税
　
　  

（
第
２
期
）

◆
納
期
限
　

　
７
月
31
日
㊌

※
納
期
が
過
ぎ
て
も
納
付
が
確

認
で
き
な
か
っ
た
時
は
、
延

滞
金
が
か
か
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
納
税
は
お
早
め
に
。

問 
税
務
課
　
収
納
班
（
⑥
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
１

今
月
の
納
税

　
職
業
に
つ
い
て
相
談
し
た
い

方
、
雇
用
保
険
受
給
中
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時 

７
月
11
日
㊍

　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場 

大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局地

域
づ
く
り
課

☎
２
６
‐
７
９
１
０

　「
生
活
の
こ
と
」「
仕
事
の
こ

と
」
に
つ
い
て
、
お
悩
み
の
方
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時 

７
月
16
日
㊋

　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場 

大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局

総
務
健
康
安
全
課

☎
２
６
‐
７
９
３
１

生
活
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

巡
回
職
業
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

山
本
　
善
紀

平
野
　
愛
実

生

馬

生

馬

｛

川
口
　
裕
平

佐
向
杏
佳
莉

和
歌
山
市

上
富
田
町

｛

古

保
貴
紀

竹
本
　
彩
乃

南
紀
の
台

南
紀
の
台

｛

芝
田
　
　
蓮

敷
矢
　
理
緒

朝

来

朝

来

｛

熱
中
症
に
注
意

子
ど
も
と
高
齢
者
は

特
に
注
意
が
必
要
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　デフレ完全脱却のための総合経済対策における物価高への支援の一環として、納税者
と控除対象配偶者を含む扶養親族１人につき、４万円（令和６年分の所得税から３万円・
令和６年度分の個人住民税所得割から１万円）の「定額減税」が行われます。
その際、定額減税しきれないと見込まれる方に対しては、定額減税しきれない額を１万円
単位に切り上げて算定した「調整給付金」を支給します（注1）。

　国の施策により、令和６年度に新たに住民税が非課税および均等割のみ課税となった
世帯を支援するため、１世帯あたり10万円を支給します。また、その世帯に属する児童１人
あたりに５万円を給付します。

所得税と個人住民税所得割の少なくとも一方を納められており、定額減税しきれ
ない額が生じることが見込まれる方。

対象者の方には７月下旬～８月上旬に申請書類を郵送しますので、返信用封筒に
入れて返送をお願いします。

令和６年１０月３１日㊍まで

令和５年度の同給付金の支給対象ではなく、令和６年度において新たに住民税非
課税または均等割のみ課税となった世帯
（※ただし、世帯全員が住民税課税者から扶養されている場合は対象外）

１世帯あたり１０万円、児童１人あたり５万円（口座振込）
※支給対象となる児童は、平成１８年４月２日以降に生まれた児童

対象となる世帯には、７月下旬～８月上旬に申請書類を郵送しますので、返信用封
筒に入れて返送をお願いします。

（注1）令和５年の課税状況に基づき、給付額を算定のうえ、対象となる方へ支給しますが、令和６年分の

所得税が令和５年分の所得税よりも減少した場合等には、令和６年分の所得税の確定後に、給付

金を追加で支給する場合もあります。

（注2）所得税および個人住民税において、扶養親族等として申告されている方が、定額減税および調整

給付金の算出基礎となります。

＜例１＞一人暮らしで、所得税１万円・住民税所得割２万円（減税前）の納税者の場合

　　⇒・所得税から１万円の減税、住民税所得割から１万円の減税が行われます。

　　　・定額減税しきれない所得税分の２万円が、調整給付金として支払われます。

＜例２＞４人家族で、内１人が所得税３万円・住民税所得割２万円（減税前）の納税者の場合（注2）

　　⇒・所得税から３万円の減税、住民税所得割から２万円の減税が行われます。

　　　・定額減税しきれない所得税分の９万円と住民税分２万円の計11万円が、調整給付金として

　　　　支払われます。

問調整給付金・・・総務課　庶務・危機管理班　給付金係　　　　☎0739-33-7092

問新たに住民税が非課税となった世帯・・・・・・・・・・・福祉課 福祉班（⑤番窓口）　

問新たに住民税が均等割のみ課税となった世帯・・・総務課　庶務・危機管理班　給付金係
☎0739-33-7092

☎0739-34-2373

令和６年６月３日時点で上富田町に住民票がある世帯

令和６年１０月３１日㊍まで

調整給付金のお知らせ

新たな低所得世帯への給付金のお知らせ

対 象 者

対象世帯

基 準 日

支給金額

申請方法

申請期限

申請方法

申請期限


